
        

令和６年度 第２回地域医療構想普及促進事業研修会  

いま話題の地域包括医療病棟を知ろう 
 
 

 

 令和６年度診療報酬改定において新設された「地域包括医療病棟」は今後も増加が予想
される高齢者救急の受け皿として期待されています。急性期の初期治療と同時に早期から
のリハビリテーションを提供することで在宅復帰を推進する、「急性期」と「回復期」双方
の性格を有しています。一方で、定められた施設基準のハードルは高く、期待されたほど

に転換が進んでいないのが現状です。そこで本病棟の機能や役割について関係者で共有し、
各地域が目指すべき医療体制について検討を推進していきたいと考えます。 

  

 
 

１「地域包括医療病棟が地域で期待される役割」 

                  神奈川県医師会理事 小松 幹一郎 先生 

２「地域包括医療病棟への転換の実際」 

 ① 回復期病床からの転換    

神奈川県病院協会常任理事/クローバーホスピタル理事長 篠原 裕希 先生 

 ② 急性期病床からの転換 

     神奈川県病院協会副会長/麻生総合病院病院長 菅  泰博 先生 

 

 
 

 ・日  時  2025 年２月 6 日(木) 19：00-20：30 

 ・開催方法  ｗｅｂと集合（県総合医療会館１階会議室） 

 ・参 加 者  県内医療関係者、介護関係者、行政関係者 

 ・申込方法  下記ＵＲＬから、お申込ください。 

          https://forms.gle/3dHkLwUNpE2MDKpC8 

 
 ※申込みフォームからの申込入力が難しい場合は、 

 メール（g-iwata＠kanagawa.med.or.jp）または FAX（045-242-9148）にて、お申込みください。 

（5 点明記お願いします）①2/6 地域医療構想普及促進研修会申し込み、②職種、③ご氏名、 

④医療機関名、⑤連絡先電話番号 

 

問合せ先 神奈川県医師会地域医療課 担当：岩田 tel045-241-7000 
 
共催 公益社団法人神奈川県医師会/公益社団法人神奈川県病院協会/神奈川県保健医療部医療企画課 
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